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論文題目 次世代キャパシタ構築に向けた高エネルギー・高パワー密度型電極材料の研究

 本論⽂は、次世代キャパシタ構築に向けた新規負極材料バナジン酸リチウム（LVO）の
反応メカニズム解析、および、結晶学・形態学的なアプローチによるLVO負極の⾼出⼒化
を検討したものである。その結果、LVO結晶が充放電サイクル中に不可逆的に変化し、電
気化学特性が向上する活性化現象が確認された。活性化したLVOの結晶構造について、⼆
体分布関数解析から提案された微⼩化したLVO結晶がランダムに連結した結晶構造モデル
は、⻑距離秩序性が評価されており、⼗分に妥当なモデル提案であると⾔える。乱雑化し
た結晶構造内において、局所的な配列秩序と⻑距離配列の評価を分離して⾏った知⾒は、
Disorder材料の結晶学的な研究に⼤きく寄与する。次に、Ge-P共置換型のγ相LVGePO結
晶を合成し、化学組成を最適化することで、活性化処理なしに合成直後から優れた電気化
学特性を引き出せることを⽰した。組成-結晶相-電気化学特性の相関を評価した知⾒は、
今後の蓄電材料の結晶学的な設計指針となりえる。さらに、スプレードライ法を⽤いた新
規合成法を確⽴し、材料の形態制御と合成の量産性の向上を達成した。本⼿法で得られた
特異的なコア/シェル構造の形成メカニズムについては、乾燥過程のダイナミクスに基づく
⼗分な考察がなされており、学術的にも⾼く評価できる。以上の研究成果を統合したフル
セル特性評価は、LVO負極を⽤いた次世代キャパシタの実現可能性を⼗分に実証した結果
と⾔える。
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2023年2⽉15⽇

2023年3⽉6⽇

2023年3⽉博⼠後期課程修了に係る学位申請
審査委員の選出・指名・付議、論⽂審査委員の付託(運営委員会)
学位論⽂発表会
本専攻内における博⼠学位取得要件「原著論⽂3報（受理）以
上、内筆頭著者を含む成果またはそれに相当する成果」（投稿論
⽂公表済み3報）を満たしていることを確認の上、専攻会議で論
⽂合格及び最終試験合格を承認。
学位授与認定・修了認定（運営委員会）
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 以上のように、本論⽂は、多くの新しい知⾒を有すること、論⽂の内容、構成および公
表論⽂数などから、本学位論⽂審査委員会は、全員⼀致して、本論⽂が博⼠(⼯学)の学位
論⽂として⼗分価値があるものと判断し、合格と判定した。
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